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観 

月 

会 

開 

催 

の 

報 

告 
 

 

９
月
５
日(

金) 

神
郷
公
民
館 

駐
車
場
に
お
い
て
婦
人
会
主
催 

の
《
観
月
会
》 

が
催
さ
れ
、 

約
２００
名
の
地
域
の
方
が
参
加 

し
ま
し
た
。 

 

涼
風
に
吹
か
れ
お
月
見
を
し 

な
が
ら
仲
間
と
囲
む
、
か
つ
お 

と
昆
布
だ
し
の
き
い
た
芋
炊
き 

の
味
は
最
高
で
し
た
。 

 

当
日
は
、
す
す
き
と
お
団
子
が
飾
ら
れ
た 

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、
地
域
の
カ
ラ
オ
ケ
自
慢 

の
方
々
に
よ
る
歌
声
も
響
き
、
素
晴
ら
し
い 

秋
の
夜
を
満
喫
で
き
ま
し
た
。 

当
日
は
お
天
気
が
心
配
で
し
た
が
月
も
出
て
最
高
の
宴
と
な
り

ま
し
た
。
設
営
等
協
力
下
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

神
郷
婦
人
会
会
長 

鈴
木
洋
子 

 
 

 

 

神
郷
俳
句
教
室 

 

爽

涼

そ
う
り
ょ
う

や
篠
笛
吹
き
し
彩
音

あ

や

ね

か
な 

内
田 

八
重
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足
架
け
し
庭
師
の
は
し
ご
天
高
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小
野 

美
重
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緋 ひ

の
色
の
夕
日
沈
み
し
秋
の
暮 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

小
野 

イ
サ
子 

 

峡 か
い

の
灯
は
減
り
て
棚
田

た

な

だ

の
夜
長
星 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

加
藤 

ミ
ド
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澄
み
渡
る
地
球
も
丸
く
鱗

う
ろ
こ

雲 ぐ
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加
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清
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落
暉

ら

っ

き

追
ひ
水
面

み

な

も

を
走
る
秋
の
風 

佐
々
木 

俊
行 

 

露
万
朶

つ
ゆ
ば
ん
だ

き
ら
め
く
山
路
に
義
民

ぎ

み

ん

墓 ば
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

永
易 

千
鶴
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閉
校
の
渡
り
廊
下
や
チ
チ
ロ
鳴
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三
好 

寿
恵
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鷺 さ
ぎ

草 そ
う

の
青
空
指 さ

し
て
翔 た

つ
構 か

ま
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村
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生
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晩
学
の
発
句

ほ

く

ま
と
ま
ら
ず
秋 あ

き

桜
ざ
く
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

村
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照
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里
山
の
裾
野
彩

い
ろ
ど

る
秋
景
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安
藤 

由
子 

 

神
秘
的

し
ん
ぴ
て
き

満
月
光
る
竹

林

た
け
ば
や
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

市
川 

由
紀
子 

 

秋

冷

し
ゅ
う
れ
い

や

紅

茶

に

た

ら

す

ウ

ィ

ス

キ

ー

 

阪
上 

史
琅 

  

神郷公民館 
koukou@city． 

niihama.ehime.jp 

 
神郷校区の人口 

人 口 10,192人 
（男）   4,871人 
（女）   5,321人 
世帯数   4,492世帯 

平成26年6月末現在 

神
郷 

 
公
民
館
だ
よ
り 

 

 
 
  

人 

権 

標 

語
（
神
郷
小
）  

 

「
あ
り
が
と
う
。
」
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
」 

 
 

 
 

 
 

 

え
が
お
で
つ
な
ご
う 

み
ん
な
の
わ 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
年 

伊
東 

一
道
（
か
ず
み
ち
） 

 

防 

災 

訓 

練 

の 

報 

告 

９
月
７
日
（
土
）
神
郷
小
学
校
で
川
東
分
署
、
神

郷
消
防
団
、
神
郷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
ご
協
力
で

約
２００
名
の
地
域
の
方
の
参
加
で
連
合
自
治
会
主
催
の

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

神
郷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
よ
り 

三
世
代
交
流 

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ 

 

 

ご
家
族
・
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
。 

 開
催
日
時
：
平
成
２６
年
11
月
２９
日 

(
土)  

９
時
30
分
集
合 

雨
天
時 

３０
日 

(

日)  
 
 

集
合
場
所
：
神
郷
公
民
館 

駐
車
場 

参 

加 

費
：
無
料
（
参
加
賞
あ
り
） 

服 
 
 

装
：
歩
き
や
す
い
靴
、
動
き
や
す
い
服(

飲
み
物
持
参) 

コ 

― 

ス
：
神
郷
公
民
館 

 

出
発
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
、 

 

Ａ
コ
ー
ス 

 

田
の
上
一
周
コ
ー
ス 

約
４
㌔ 

Ｂ
コ
ー
ス 

 

田
の
上
半
周
コ
ー
ス 

約
２
㌔ 

参
加
申
込
：
各
自
治
会
の
老
人
ク
ラ
ブ
・
神
郷
公
民
館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
世
代
交
流 

忠
魂
碑
山
輪
投
げ
大
会 

 

 
 

神
郷
校
区
連
合
自
治
会
・
神
郷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
皆
様
の

お
か
げ
で
山
道
等
が
整
備
さ
れ
た
忠
魂
碑
山
に
お
い
て
神
郷
幼
稚

園
児
と
高
齢
者
の
交
流
輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

開
催
日
時
：
平
成
２６
年
１０
月
２
日(

木)

９
時
30
分
～
11
時
30
分 

 

※
忠
魂
碑
山
は
今
年
度
中
に
県
と
市
に
よ
り
法
面
が
整
備
さ
れ
、

ま
た
前
年
神
郷
幼
稚
園
児
や
各
自
治
会
の
方
に
よ
り
桜
の
木
も
植

樹
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
環
境
部
に
よ
り
紫
陽
花
ロ
ー
ド
と

し
て
作
業
を
進
め
皆
様
の
交
流
の
場
所
と
し
て
変
化
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず受付で赤組・黄組の 

テープをはってもらいます 

炊き出し訓練  

土のう作成訓練 

初期消火訓練 

バケツリレー
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神郷にあった組合立の燧洋高等小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雄々しき人の巧
いさお

しは 鏡となるぞ尊けれ 蛍の影や窓の雪 讃
たた

傅えし 古
いにしえ

のおののく若葉の松神子に 創
つく

り建てたる燧洋校 

 

藻塩
も し お

焼くなる多喜浜の 煙が今も色増して 昔神
じん

巧
ぐう

皇后が 三韓

討ちて凱旋の御
おん

道
みち

すがら御船
み ふ ね

止め 御子
み こ

待ちせしは我が郷ぞ 

 

忠臣藤田大隅
おおすみ

が 義烈を守る岡崎城 岡崎城跡の夜嵐が 村の歴

史を語るらん義農村上平兵衛が 安けく眠る奥津城や 

 

南に続く伊予が岳 西に流るる国領川 南と西に山川
さんせん

の 白帆消

え行く燧灘
ひうちなだ

 

 

「すいよう高等小学校」の校歌です。歌詞には、この地方にあっ

た多喜浜塩田、そして松神子・大足智姫神社の祭神・神巧皇后、

戦国時代に郷山にあった岡崎城と城主藤田氏、宝暦の義民村上平

兵衛のことなど、そして南に聳える石鎚山脈の支脈・赤石山系、

西に流れる国領川などが歌われています。 

 教育については、寺子屋に始まり、明治時代に入って学制令・

教育令の公布を経て、明治１９年（１８８６）小学校令が公布さ

れて、小学校は尋常４年・高等４年で尋常４年が義務教育となり

ました。高等小学校については、この地方に唯一の「西条高等小

学校」が設立されました。しかし、鉄道も自動車もない交通不便

な時代であったため就学したくても利用できない状況でした。こ

のような地方の実情から、各村による高等小学校の設立機運が高

まり、明治２６年に設立された神郷も含む九ヶ町村立の「東新高

等小学校」を経て、明治３５年（１９０２）に、いよいよ神郷・

垣生・多喜浜、大島の四ヶ村組合立の「すいよう高等小学校」の

設立をみました。 

 学校の場所は、神郷村大字松神子字三ツ矢４１番地、田の上・

西正寺の東南、現在の田の上二丁目１６番辺りで、今は住宅地に

なっています。学校は職員室と３教室、それに用務員室・農具

室、そのほかに運動場や農業実習室がありました。また、南側に

東泉・西泉と二つの水源地があり地方を潤していました。生徒の

数は、創立から閉校までの１５年間で卒業生は６６０人、当時は

この地方の最高学府として重んじられ、多数の英才を世に送りだ

しましたが、この「すいよう高等小学校」も多くの歴史を残し、

大正６年に閉校となりました。  

 

 

１０月（神無月）の行事予定  
 

２日（木） 9:30～ 三世代交流輪投げ大会 忠魂碑山 

     19:00～ 安全安心部会     神郷公民館 

３日（金） 9:30～ 新旧見守り推進委員会  マイントピア 

19:00～ 運審会・文化祭小委員会神郷公民館 

  ５日（日） 8:00～ 手みやげ事業      〃 

    ６日（月）10:00～ 子育てサロン      〃 

  ７日（火） 9:30～  敬老の集い              〃 

       19:00～ 老人クラブ会長会    〃 

１０日（金）19:00～ 社協理事会         〃 

１４日（火）18:30～ 民協定例会           〃 

１６日（水） 9:00～ 太鼓祭り集会     神郷小学校 

２０日（月） 9:30～  婦人講座        神郷公民館 

２４日（金）13:30～ 芸能発表打ち合わせ会  〃 

      19:00～ 文化祭全体会       〃 

 ２６日（日）     校区グランドゴルフ大会 小学校 

 ２８日（火）9:30～  男の料理      神郷公民館 

       19:00～ 連合自治会長会     〃 

           
 

防犯協会 神郷支部よりお知らせ 

全国地域安全運動 
１０月１１日（土）～１０月２０日（月） 

スローガン 

防ごう犯罪 守ろう愛媛 

重点目標 

○自転車盗の防止 

○特殊詐欺の被害防止 

○侵入窃盗の被害防止 

○子どもと女性の犯罪被害防止 
 

神郷校区敬老の集いのご案内 
 

主催 神郷校区連合自治会 

対象 神郷校区にお住いの満70歳以上の方 

（昭和20年3月31日までに生まれた人） 

日にち 平成26年10月7日（火） 

    9時30分～11時 

場所  神郷公民館 

内容  神郷幼稚園児との交流 

    頭の体操 

    マジック・どじょうすくい等 

※休憩にパンと飲み物 お土産がつきます 
 

 

 

 

祝敬老の日 
  

9月15日は敬老の日でした。新居浜市には今年数え年100

歳以上の高齢者が141人おられるそうで、なんと神郷校区

には、ご夫婦揃って100歳を超える元気なご夫妻がおられ

ます。先日、江の口にお住いのお二人を自治会長さんに

案内していただいてお訪ねしました。 

 

夫 谷口豊さん（100歳） 

  出身 今治 北村 大正3年3月25日生 

妻 谷口シズエさん（101歳） 

  出身 今治 朝倉 大正2年2月2日生 

子供 6人、孫14人、ひ孫21人、やしゃご2人 

Ｑ、元気の秘訣は何ですか 

Ａ、年を気にせずずっと80歳ぐらいの気持ちでいる。 

つらいことを忘れるようにすると自然に長生きでき

た。 

Ｑ、好きな食べ物は 

Ａ、いわし、サバ、同居の息子さんご夫婦と同じものを

食べている。 

Ｑ、ご趣味は 

Ａ、夫：パソコンでパズルの「数独」をしている。携帯

でメールもしている。95歳まで車の運転をしてお

り、平成25年まで免許も更新していた。 

はたして100歳の方にお話を聞けるのか心配でしたが、 

お元気ではつらつとされているご様子に驚きました。 

ズバリ！！長生きの秘訣は同居されている息子さんご夫 

妻の優しさだと思いました。やっぱり家族の絆って大切 

なんですね。 

 

ご夫妻は神郷校区 

の宝物です 

いつまでも 

 お元気で！ 
 


